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本論文は，韓国慶尚北道安東市に位置し，韓国の伝統的形態と景観を残す河回村を対象

にして，その空間構造と景観の特徴を河川の氾濫との関係から読み解くとともに，近代以

降の治水をはじめとする土木事業が村の景観に及ぼした変化を論じたものである． 

河回村の起源は 14 世紀にさかのぼる．洛東江が大きく蛇行して形成している洲状の平

たい地形上に立地し，村の三面を川に，また背景を山並みに囲まれている．河回村は，韓

国では風水の観点からもっとも理想的な環境の村として著名であり，伝統的建造物群保存

地区として，歴史的家並みが良好な状態で保存されてきた．2010 年 7 月にはユネスコの世

界遺産リストに登録されている．したがって，河回村に関する既往の調査研究は豊富であ

るが，そのほとんどが歴史学的，民俗学的および建築史学的アプローチに限定されており，

河川との関係，とくに洪水が村の空間構造や土地利用にどのように影響を及ぼして現在の

景観を形成しているか，という河川工学的観点からのアプローチは皆無である．さらに，

近代以降の村の景観の変容を土木事業との関連から論じる土木史学的アプローチによる研

究もまた例がない． 

本論文は，5 章から構成されている． 

第 1 章は序論として，河川（洪水）との関係から韓国の伝統集落の景観を扱うことの意

義，ケースとして河回村を扱うことの理由が述べられている．そして，河川の洪水に対す

る対処が村の空間構造や土地利用に影響を及ぼしているのではないか，また洛東江流域に

治水土木事業が施された近代以降は，それにしたがって村の景観も相応に変容しているは

ずではないか，という本論文が立脚する立場が示されている． 

第 2 章では，河回村に関する基本的な情報，および村に関して一般に知られている既往

の知見が整理されている．とくに，河回村に関する一般的な風水的解釈が紹介され，河回

村は風水がきわめて優れているために過去大規模な洪水被害をほとんど受けていない，と

いう誤った迷信が存在することを指摘している．また，17 世紀初頭に両班（韓国における

貴族階級）が居をかまえて以降村が発展していく経緯の概略，および両班の居住区域と一

般階級の居住区域が明快に区分された村の空間構造の特徴を，既往の知見に基づいて整理

している． 

第 3 章は，氾濫解析による洪水シミュレーションと，その結果に基づく村の空間構造の

分析考察にあてられている．汎用氾濫解析ソフト Hec-GeoRAS を用いて，50 年，100 年，



200 年確率洪水の各シミュレーションを行い，その結果を古文書の記録と照合して，主に

次の三点を考察している．第一に，ほぼ 200 年確率の規模に相当する 1605 年の洪水の直後

に建設された両班の住宅より標高の高い場所に他の両班が居をかまえるようになり，その

結果村の中心部に両班の居住区域が形成されたと考えられること，第二に，村の対岸に築

かれた四箇所の「亭」（休息のための東屋）は，いずれも一様に 50 年確率の洪水による水

位よりやや上方に位置しており，浸水被害を受けにくい場所が選ばれていた可能性がある

こと，第三に，やはり川の対岸の岸壁に刻まれた「凌波臺」という碑の位置が，ちょうど

村の一般居住区域が浸水しはじめる標高とほぼ同じであり，したがって浸水被害を避ける

祈願のような意味合いがあった可能性があること，を論じている． 

第 4 章では，近代以後の河回村および周辺における土木事業が，村の景観を変容させて

きた事実とその経緯を，史料および地形図に基づいて述べている．とくに，築堤により河

川と村が空間的に分断されたこと，かつて村の中心部を通り橋で対岸へ通じていた街道筋

が下流側への橋の新設により廃止され，以来村は川に三方を囲まれ孤立した形になったこ

となど，実際には近代以降の景観の変容が大きいものであったことが指摘されている． 

最後に第 5 章は，結論として総括を行うとともに今後の研究の発展の方向性と課題を述

べている． 

 

本論文は，氾濫解析という河川工学的手法を用いて，伝統的集落の景観の分析を試みて

いる点がユニークであり，また，近代以降の村内および周辺の土木事業が村の景観の変容

に少なからず影響を与えてきた事実を指摘した点にも意義が認められる．しかし，本論文

のもっとも重要な学術的成果は，歴史学・民俗学・建築史学的観点もしくは方法論に拠る

ことが一般的な韓国の伝統集落に関する調査研究の現状にあって，河川工学・土木史学的

アプローチによる方法論の可能性を示したことにある．このことにより，単に歴史的な建

築様式・生活様式といった観点だけでなく，集落と河川との関係性，村周辺を含めた全体

の景観とその変容の仕方など，より包括的観点から伝統的集落の歴史的価値の本質や保全

継承のありかたを考察する視野を提供するものであり，社会基盤学および工学に対する寄

与は大きい． 

よって本論文は，博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる． 

以上 


